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― 注 意 事 項 ― 

 

１．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないでください。 

２．試験開始の合図のあと、問題冊子および解答用紙のそれぞれに受験番号と氏名を必ず

記入してください。 

３．解答は横書きで記入してください。 

４．解答用紙には、解答欄以外の場所に何も書かないでください。 

５．問題冊子の余白は適宜利用して構いません。 

６．解答用紙は、原則として交換しませんので、傷めないように注意してください。 

７．試験終了後、問題冊子および解答用紙は持ち帰らないでください。 
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次の文章を読んで、その要旨とあなたの考えを 600字以上 800字以内で述べなさい。 

 

文化人類学の概念に、「ハイコンテクスト／ローコンテクスト」という、社会の二分法が

あります。コンテクスト(context)とは「文脈」のこと。ハイコンテクストな社会とは、人々

があらかじめ文脈を共有している度合いが高い、つまりいちいちことばにして説明しなく

ても、「あうんの呼吸※1」や「ツーカー※2」で話が通じる状態を指します。たとえば、みん

なが同じ土地に先祖代々定住している農村集落とか、メンバー全員が特定の信仰を最初か

ら共有している宗教集団などは、きわめてハイコンテクストな社会ですね。 

一方、ローコンテクストな社会では、人々の帰属が流動化して出入りが激しかったり、多

種多様な価値観のメンバーが集まったりしていますから、相互に文脈を共有している度合

いが低い。したがって「空気読め」では話が通じないので、いったい自分はなにを前提とし

て、いかなることを伝えたいのかを、逐一
ちくいち

※3言語化して説明しなければいけません。 

 ここまででおわかりのとおり、グローバル化とは実は、「ハイコンテクストだった社会が、

ローコンテクストな状態に移行してゆくこと」の一環なのです。つまり、そこでは単に「英

語ができるから」通用する人材になれるということはありません。むしろ求められるのは、

何語であれ、自分の側の文脈（前提とする知識や価値観）を自明視※4せずに、自分とはまっ

たく違う前提や背景を持っている人たちにも理解できるかたちで、自分の考えていること

を表現する能力です。いわば、従来はハイコンテクストだったものを、ローコンテクストに

翻訳することで、特定の文脈を超えてゆく力。たとえば「日本人なら、誰もが『あるある』

と思うこと」を、この「日本人なら」という前提を外しても相手に通じるように、なにがど

う「ある」のかを説明できる技量を養う教育が、本当は必要です。 

 

（出典：與那覇潤『日本人はなぜ存在するか』集英社インターナショナル，2013年） 

 

※1 あうんの呼吸  双方のぴったりかみあった気持ち。 

※2 ツーカー   おたがいに気持ちがぴったり通じあうようす。 

※3 逐一（ちくいち）  ひとつひとつ順をおって。こまかく。 

※4 自明視（じめいし）  証明などしなくても明らかであると見なすこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 


